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基準点を参考に，本流 10 か所と支流⚗か所の計 17
か所において採水と水質観測を行った。調査地点を
図⚑に，各地点の名称とそれらの緯度経度を表⚑に
示す。現地調査および採水は，2020 年⚖月 28 日，
⚘月 19 日，⚙月 26 日，10 月 31 日，11 月 21 日の計
⚕回行った。なお，気象観測地点⽛別海⽜の公開デー
タによると，現地調査を行った⚕回のうち，⚖月 28
日の前日に 49.0 mm，当日の 16：00 までに 4.5 mm
の降水，⚙月 26 日の前日に 7.0 mm，当日の 16：00
までに 34.5 mm，11 月 21 日の前日に 0.5 mm，当
日は 16：00 までに 2.0 mm の降水があったが，他の





































No. 調査地点名 緯度 経度
1 ふ化場 N43° 30ʼ39.0" E144° 37ʼ28.7"
2 虹彩橋 N43° 29ʼ18.0" E144° 38ʼ13.2"
3 上虹別川 N43° 28ʼ32.1" E144° 38ʼ47.2"
4 ポン虹別川 N43° 27ʼ41.4" E144° 40ʼ05.2"
5 虹別橋 N43° 27ʼ54.4" E144° 40ʼ17.5"
6 観山橋 N43° 27ʼ22.8" E144° 41ʼ32.3"
7 シワンベツ下流 N43° 26ʼ28.7" E144° 43ʼ37.7"
8 高見橋 N43° 23ʼ43.8" E144° 48ʼ48.7"
9 ポンオンネベツ川 N43° 23ʼ04.9" E144° 55ʼ35.5"
10 不二岡橋 N43° 22ʼ38.3" E144° 59ʼ20.0"
11 長栄橋 N43° 22ʼ19.9" E144° 58ʼ56.6"
12 然内川然内橋 N43° 22ʼ08.4" E145° 01ʼ20.6"
13 然内小橋 N43° 22ʼ15.9" E145° 02ʼ46.9"
14 千歳橋 N43° 23ʼ27.3" E145° 06ʼ43.9"
15 清丸別川 N43° 24ʼ19.9" E145° 13ʼ39.1"
16 新生橋 N43° 24ʼ03.6" E145° 13ʼ52.8"






















ソー社製 IC-2010 Ion Chromatograph を用いた。分
離カラムには東ソー社製 TSKgel Super IC-CR，溶




オネクス社製 Ion PacTM AS12A，溶離液には 2.7













び全調査日を含めて平均 9.4 mg/L であったが，支




は DO の環境基準は 7.5 mg/L 以上とされている。
西別川本流では，⚙月 26 日の別海橋 6.8 mg/L を
除いて，DO は全て環境基準を満たしていた。EC
は，全地点および全調査日を含めて平均 15.2
mS/m であったが，最上流地点の平均 11.5 mS/m









において平均 7.3 であった。類型 AA および類型
A における pH の環境基準 6.5～8.5 と比較すると，
西別川本流の pH は全てこれを満たしていた。ORP
は，全地点および全調査日において平均 324 mV で
あり，⚖月 28 日，⚘月 19 日の全調査地点の平均値
はそれぞれ 193 mV，170 mV であったが，⚙月 26
日，10 月 31 日，11 月 21 日の平均値はそれぞれ 434
mV，411 mV，414 mV と高値であった。
3.2．T-N濃度分布
調査日ごとの西別川流域における T-N 濃度分布
を図 2a～2e に示す。代表例として⚘月 19 日の測定
結果（図 2b）を見ると，本流の調査地点における平
均値は 0.8 mgN/L（最大値：千歳橋，新生橋，別海
橋 1.4 mgN/L，最 小 値：ふ 化 場，虹 彩 橋 0.2
mgN/L），支流の調査地点における平均値は 1.7
mgN/L（最大値：ポン虹別川，ポンオンネベツ川












た本流の平均 T-N 濃度は 0.5～0.7 倍と低値であ
り，下流域の最大値 1.4 mgN/L は 0.9～1.3 倍とや
や高値であった。これらの結果より，西別川中流域
に河川への窒素負荷源があると考えられた。また，








図 3a～3e に，調査日別の DT-N および PT-N 濃
度を示す。⚘月 19 日を代表例として測定結果を見

















本流 ふ化場 11.6±6.3 78.0±3.5 9.3±1.5 10.3±1.2 11.5±0.5 7.39±0.11 329±131
3.9－22.0 74.4－83.5 7.9－12.2 8.6－11.7 11.1－12.4 7.27－7.54 150－453
虹彩橋 12.2±6.2 79.3±5.6 9.4±1.7 10.6±0.8 12.5±0.2 7.45±0.27 344±106
5.0－23.1 73.1－86.7 7.5－12.3 9.4－11.7 12.2－12.8 7.06－7.76 190－444
虹別橋 12.5±6.9 79.4±10.3 9.4±1.9 10.1±0.7 12.8±0.3 7.44±0.09 319±130
4.4－25.0 65.9－90.6 6.8－12.4 9.3－10.9 12.4－13.3 7.29－7.56 142－434
観山橋 13.3±7.5 76.2±13.5 10.0±2.4 9.7±0.8 12.9±0.3 7.36±0.13 325±131
5.1－27.2 59.7－91.9 7.2－14.1 8.5－10.6 12.6－13.4 7.20－7.54 151－450
シワンベツ下流 13.5±7.3 75.5±13.5 9.8±2.4 10.3±0.8 12.6±0.4 7.42±0.09 324±117
5.7－27.3 59.0－91.4 6.8－13.9 9.2－11.4 12.1－13.1 7.31－7.58 180－423
高見橋 13.8±6.8 74.9±13.2 10.5±2.9 10.1±0.7 13.6±0.5 7.41±0.04 343±105
5.6－26.2 55.1－91.8 7.4－15.7 9.2－11.1 13.0－14.5 7.37－7.46 213－445
長栄橋 15.6±9.4 68.2±20.6 11.0±3.7 9.7±0.6 14.6±0.6 7.43±0.17 334±115
5.0－33.3 41.4－92.2 7.1－17.9 8.9－10.4 13.7－15.3 7.16－7.66 194－455
千歳橋 14.7±8.4 69.2±19.1 11.8±4.5 9.2±0.7 16.0±0.9 7.39±0.19 314±113
5.6－30.7 46.4－93.0 7.3－20.1 8.0－10.1 14.3－16.9 7.06－7.62 145－426
新生橋 14.0±8.7 71.0±18.6 11.3±4.7 9.7±1.0 15.9±1.1 7.42±0.16 346±106
4.4－30.3 48.5－93.3 6.9－20.2 8.5－11.5 13.8－17.1 7.11－7.57 199－435
別海橋 12.8±6.9 76.8±14.3 11.9±4.6 8.5±1.0 15.5±1.3 7.43±0.16 340±121
4.3－25.3 56.2－93.3 6.9－20.2 6.8－9.9 13.1－16.7 7.12－7.56 155－452
支流 上虹別川 12.3±7.0 76.3±7.8 10.3±4.3 9.9±0.6 12.7±0.7 7.22±0.11 278±121
4.3－24.8 66.8－85.0 5.5－18.0 8.9－10.8 11.3－13.4 7.05－7.35 120－400
ポン虹別川 12.6±6.6 79.0±10.0 10.6±3.3 6.4±1.6 24.1±3.9 6.96±0.07 311±128
5.2－24.6 63.4－89.8 6.4－14.4 3.8－8.4 19.1－28.1 6.91－7.09 130－428
ポンオンネベツ川 14.7±8.2 73.1±17.3 11.1±3.6 9.8±0.6 17.1±3.4 7.39±0.23 332±118
5.5－30.1 51.6－91.7 6.9－17.7 8.7－10.4 10.5－19.8 7.09－7.80 182－445
不二岡橋 15.3±8.7 68.7±18.1 11.4±3.7 9.4±0.6 18.9±1.1 7.32±0.10 337±124
5.6－31.6 46.0－89.1 6.9－18.0 8.7－10.1 17.3－19.8 7.20－7.48 180－461
然内川然内橋 14.7±8.4 70.8±18.8 12.1±4.4 8.8±0.9 21.2±2.5 7.51±0.22 329±117
4.6－30.1 47.7－93.2 6.8－20.1 7.3－9.9 16.5－23.3 7.15－7.80 183－462
然内小橋 15.3±8.4 71.0±19.2 12.3±4.6 8.5±0.6 12.7±0.8 7.26±0.14 281±113
5.4－30.8 46.9－93.2 7.3－20.7 7.4－9.3 11.6－13.8 7.04－7.48 93－376
清丸別川 14.0±8.4 74.4±14.0 12.4±5.5 8.0±0.5 13.0±1.9 7.04±0.12 326±116
5.6－30 58.3－93.0 7.3－22.7 7.4－8.8 9.8－15.3 6.83－7.16 158－445
上段 平均値±標準偏差
下段 最小値－最大値
域における河川水中 T-N の大半は DT-N で占めら
れていた（図 3b）。特に本流では，中流から下流の
調査地点（観山橋～別海橋）では，平均約 80％以上





















⚙月 26 日および 10 月 31 日の NH4-N 濃度は，それ
ぞれ 3.6，2.5，1.0 mgN/L と高い上，⚖月と⚙月の
値は水産用水基準 1.9 mgN/L（pH＝7.0，水温 20℃
のとき）（日本水産資源保護協会，2020）を超える高
値であった。一般的に，家畜排泄物には NH4-N に
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図 2 西別川流域における T-N 濃度分布．





かった日の平均 K＋ 濃度，Ca2＋ 濃度および Cl－ 濃度
はそれぞれ 0.48，0.58，0.47 mg/L であり，同日の
西別川本流におけるそれぞれの濃度 0.05，0.24～




NH4-N 濃度と比較して NO3-N 濃度は，本流およ
び支流ともに高濃度で検出されたが，全て環境基準
である 10 mgN/L および水産用水基準の 9 mgN/L
（日本水産資源保護協会，2020）を下回っていた（表
⚕）。本流の調査地点において，全地点の各調査日




は，全地点の調査日別 NO3-N 濃度は平均 0.97～
1.40 mgN/L の範囲であった。支流の調査地点であ
るポンオンネベツ川と不二岡橋では，全調査日にお
ける NO3-N 濃度の平均値はそれぞれ 2.31，2.00
mgN/L，ポン虹別川では，⚘月 19 日と 11 月 21 日
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図 3 西別川流域における形態別窒素濃度．
調査日（a)⚖月 28 日，（b)⚘月 19 日，（d)10 月 31 日，（e)11 月 21 日．
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表 3 西別川流域における T-N 濃度に占める NO3-N 濃度の割合（％）．
調査地点名
調査日
6 月 28 日 8 月 19 日 9 月 26 日 10 月 31 日 11 月 21 日
本流 ふ化場 22 83 98 145 140
虹彩橋 56 155 92 48 68
虹別橋 43 61 52 79 132
観山橋 39 68 55 52 65
シワンベツ下流 44 92 74 92 112
高見橋 78 84 86 90 103
長栄橋 79 102 94 91 90
千歳橋 68 89 80 88 81
新生橋 59 86 81 84 97
別海橋 63 88 92 87 89
支流 上虹別川 53 79 32 48 91
ポン虹別川 1 90 16 28 95
ポンオンネベツ川 81 105 94 95 93
不二岡橋 85 101 73 95 94
然内川然内橋 48 78 69 83 89
然内小橋 53 19 50 67 74
清丸別川 27 44 36 62 67
表 4 西別川流域における NH4-N 濃度（mgN/L）．
調査地点名
調査日
6 月 28 日 8 月 19 日 9 月 26 日 10 月 31 日 11 月 21 日
本流 ふ化場 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.
虹彩橋 N.D. 0.04 N.D. N.D. N.D.
虹別橋 N.D. N.D. 0.04 N.D. N.D.
観山橋 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.
シワンベツ下流 N.D. N.D. 0.03 N.D. N.D.
高見橋 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.
長栄橋 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.
千歳橋 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.
新生橋 0.03 N.D. 0.04 0.03 0.04
別海橋 0.04 N.D. N.D. N.D. N.D.
支流 上虹別川 0.17 0.03 0.46 0.34 0.03
ポン虹別川 3.63 0.18 2.51 1.61 0.03
ポンオンネベツ川 0.04 N.D. N.D. N.D. N.D.
不二岡橋 0.04 N.D. 0.07 N.D. N.D.
然内川然内橋 0.05 0.05 N.D. N.D. N.D.
然内小橋 0.18 N.D. N.D. 0.07 N.D.










本流において⚘月 19 日の虹彩橋 8 kg/日，⚙月 26
日の虹別橋 10 kg/日とシワンベツ下流 12 kg/日を
除くと，全ての調査地点において，1 kg/日以下で
あった。支流である上虹別川やポン虹別川の流量は


























成 11 年～19 年）の上流側に位置し，新生橋は別海
地区の下流側に位置する。平成 14 年から平成 21 年
における両地点の T-N 濃度は 1～1.5 mg/L の間で
大きく変動しており，その変動パターンもほぼ同じ
傾向であった。特に，平成 16 年，17 年および 20 年




17 年および 20 年における年降水量はそれぞれ 961
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表 5 西別川流域における NO3-N 濃度（mgN/L）．
調査地点名
調査日
6 月 28 日 8 月 19 日 9 月 26 日 10 月 31 日 11 月 21 日
本流 ふ化場 0.14 0.18 0.21 0.21 0.20
虹彩橋 0.13 0.30 0.20 0.21 0.22
虹別橋 0.25 0.22 0.22 0.29 0.30
観山橋 0.27 0.28 0.35 0.34 0.35
シワンベツ下流 0.48 0.47 0.49 0.47 0.50
高見橋 0.84 0.88 0.77 0.76 0.80
長栄橋 1.07 1.16 1.04 1.01 1.06
千歳橋 1.05 1.22 1.08 1.01 1.08
新生橋 0.95 1.23 1.01 0.99 1.05
別海橋 0.99 1.21 1.01 0.95 1.03
支流 上虹別川 0.67 0.74 0.49 0.60 0.73
ポン虹別川 0.03 2.22 1.12 0.87 1.68
ポンオンネベツ川 2.18 2.63 2.25 2.21 2.30
不二岡橋 1.81 2.15 2.00 2.02 2.02
然内川然内橋 0.88 1.44 0.93 0.85 0.91
然内小橋 0.81 0.12 0.65 0.68 0.40
清丸別川 0.43 0.48 0.38 0.52 0.49
mm，876 mm および 788 mm であり，過去 20 年間
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図 4 西別川上～中流域における窒素負荷量（上）と流量（下）の平均値（n＝5）．
その他には NO3 -N と NH4 -N を除く全ての窒素（懸濁態も含む）が含まれる．また，図中バーは
標準偏差を示す．
例的に上昇していた。このとき，畑草地面積率と
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図 5 西別川本流の長栄橋（上）と新生橋（下）における T-N 濃度の経年変化．








点では，総耕作地面積 198,700 ha のうち，約 90％
















別川下流域では，T-N 濃度および NO3-N 濃度は一
定であった。さらに同じ地域における畑草地面積比
率と河川水中 NO3-N 濃度との間で得られた平均の
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表 6 畑草地面積率と NO3 -N 濃度との間における回帰係数 a 値．
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In this study, an investigation of the pollution and runoff characteristics of nitrogen in the Nishibetsu River
flowing through the dairy farming area in the eastern part of Hokkaido was conducted to evaluate the effects of an
environmentally sound irrigation and drainage project on river nitrogen load reductions. The concentration of
total nitrogen in the main river tended to increase with flow from the upper to the middle river, but it was almost
constant at the lower river. In the same way, the concentration and load of nitrate-nitrogen also increased. In
particular, the load increased sharply from Kanzan Bridge to Takami Bridge, located in the middle stream. The
river nitrogen load in this area was considered to be caused by the underdeveloped dairy facilities and/or the
drainage facilities. In the lower basin, where implementation of the project had been completed, the regression
coefficient in the relationship between nitrate-nitrogen concentration and the grassland area ratio obtained in this
study was 46% lower than that in the previous study. This result showed that the river nitrogen load in this area
was reduced by the environmentally sound irrigation and drainage project. As there are areas still under the
progress of the project in the western and northern parts of Betsukai in the upper to middle basin of the
Nishibetsu River, the river nitrogen load is expected to be diminished further in the future.
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